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人 囗と 面 積 ・62. 8. 1)
世 帯229, 875
人 口 口!〕, 399人
男 惣ン) ,口佃人
女313, 38b 人

面 積b3. 25kJ I ヽ
人口 密 度11, 932 人/ km ゴ

《月2 口( 5 曰 、200) 発行 》

興本、伊興、鹿浜に、10月カら新しい
施股ガオーフンしま4 。
社会教胄館・体育館、図礁館、およぴ
住区センター( 児童館、老人砲) は、10
月1 日から。移転してくる興本・鹿浜区
民事務所は。10月5日から、業務を開餡
します。
地域の皆さんの生涯学習の柵、お互い

にふれあうコミユニケーションの楊とし
て、さまざまにご活用< ださい。

伊興センタ ー ( 西伊興町58番地)
社金 教育 館・・・レ クホ ール 、 第j ・2 会議 宇、 和 室
体 育 館・‥ パしー-ホI -ル2 面、 呼 ミントン1 甬j、卓球

台10 台 、パ スケ4 ホー- 41涵 、パウント・f
二弌2 而H- I I 川4 能l

図 魯 館・・・aa 数 約: 1 万1111
B576537( 代)

続々
オープン 新しいふれあいと学びの館

社
会
教
育
館
・
体
育
館
、
図
霞
館
は
、皆
さ
ん
の
生
啀
学
習
の

た
め
の
拠
点
で
す
。
足
立
区
で
は
、
区
内
1
3の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
、1

館
ず
つ
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
各
館
と
も
各
種
亊
業
、
教
室

な
ど
を
企
圃
し
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
館
を

利
用
さ
れ
る
方
は
…

地
域
の
皆
さ
ん
の
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、文
化
・
芸
術

の
活
勣
を
高
め
る
場
と
し
て
、
ご

活
m
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

午
前
9
時
I
午
汝
9
　

時
3
0分

団
体
登
録

区
民
の
自
主
的
な
組

織
で
運
営
さ
れ
て
い
る
団
体

が
、
扛
会
教
育
活
勣
に
利
用
す

る
と
き
は
、
会
則
、
名
簿
な
ど

を
添
え
て
団
体
登
録
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
よ

り
、
社
会
教
弯
館
を
無
料
で
利

用
で
き
ま
す

体
育
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は
…

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
眄
間

午
前
9
時
～
午
廩
9
　

時
団
体
利
用

毎
月
1
日
(
1
月
は

5
日
)
午
前
9
時
か
ら
登
録
団

体
を
対
象
に
貸
し
出
し
ま
す

※
厄
月
I
囗
の
抽
選
会
に
参
加
す

る
た
め
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は
…

各
図
濳
館
と
も
、
。般
き
か
ら

児
倣
商
ま
で
幅
広
く
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

窓
囗
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
凾
書
の
検
索
)
、リ
ク
エ
ス

ト
(
予
約
)
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
聞

午
前
9
時
I
午
匯
8
　

時
図
魯
賃
出
登
録

本
の
貸
出
し
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
庄
所
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し

、
登

録
し
て
く
だ
さ
い

社
会
教
育
館
・
体
育
館

図
書
館
の
登
録
受
付

9
月
2
1日
か
ら
、
社
会
教
育
館

・
体
育
館
、図
肓
館
の
登
録
受
付
を

各
館
の
窓
囗
で
行
い
ま
す
。《
午
前

9
時
～
午
後
4
時
受
付

、9
月
2
7

貝

日
)
は
受
付
ま
す
が
、9
月
2
3

貝

秋
分
の
日
)
は
行
い
ま
せ
ん
》

新しい
住 区 セ ン タ ー が

オープ ンします

新
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

興
本
、
鹿
浜
の
2
つ
の
住
区
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

。

住
区
セ
ン
タ
ー
に
は
、
集
会
旌

設
、
児
童
館
、
老
人
館
が
あ
0
ま

す
。こ

れ
ら
の
施
設
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
自
主
管
理
方
八
で
遲

宮
さ
れ
ま
す
。

利
用
方
法
、逓
宮
に
つ
い
て

、く

わ
し
く
は
、中
央
本
町
庁
舎
・
僅
区

推
進
係
(
　
貘
5
1
8

ま

へ

。

区
民
事
務
所
(
興
本
・
鹿
浜
)

が
移
転
し
ま
す

興
本
区
民
事
務
所
は
、
興
収
庄

ぼ
セ
ン
タ
ー
内
へ
。ま
た
鹿
浜
区

民
事
務
所
は
、鹿
浜
セ
ン
タ
ー
内

へ
移
転
し
ま
す
。

業
務
開
始
日

扣
月
5
囗

※
取
扱
い
業
務
と
電
話
番
号
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
、

問
合
せ
先

興
本
X
民
事
秘
所

(　
搦
0
4
5
7
)
、
鹿
浜
区
民

亊
務
所

　

励
2
3
0

圭

、
中

央
私
町
庁
舎
・
区
民
課
(

　
8
8
0
　
5
0
3
6

一

ブ
囗
ッ

ク
セ

ン
タ

ー
の

運

営
に
つ

い
て
　

ぼ
で
は
、
こ
の
新
し
い
3
セ
ン

タ
ー
を
合
む
扛
会
敦
育
施
設
の
管

理
運
営
は
、
附
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
・
ス
ボ
ー
ツ
公
社
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

同
公
杜
は
、
昭
和
5
8年
1
0月
設

立
以
采
、
年
中
開
館
、
t
a間
閧
館

な
ど
に
努
め
、
好
評
を
得
て
い
ま

す

。
さ
ら
に
閧
か
れ
た
施
設
と
な

る
よ
う
に

、
公
杠
で
は
一
瓠
の
サ

ー
ビ
ス
拡
大
に
努
め
ま
す

。

皆
さ
ん
も
、サ
ー
ク
ル
活
勣
に
、

施
設
の
企
画
運
営
委
祠
会
等
に

、

積
唖
的
に
、
ご
參
加
く
た
さ
い

。

興本セ ンター ( 興野一丁目18- 38)

社會 軟育 館・・・レクホール、第j・2会議 童、和 室 、乱I児家
圜 魯 戴 … 盞書 数 約3 力 冊

・19- a370( 代)

興本セ ンター ( 興野一丁目17- 7)
体胄皿…パレーホール|l f l i、パトミントン: j面、・; (球l gげi

バスケ・yトホール| 面、テニス| 鹵Ul j j l l・11自いQ889 ―0370(代)

興 本 住 区 セ ン タ ー ( 本木柬町1710)
区民事務所・・・l ol l 511 から裏儒を閧始します。取棡い笈栲

はこれまてと変わりません。
8889- 0457C ・k, 1X畧1爿に れまでと変わり ません1

隹区センター… 仝議i・, 老人転、兇孕1111・,・
<1889―0388く代)

鹿浜センタ ー ( 鹿浜六丁目8- 1)
社 龠教胄 皿 ‥・レ クホ ー儿 、 第1 ・2 会i i 室、 和 室

体 育 鷓 …
…レ- ■ K- *2S 、' 4-・ミントン晒 、巾球l ; l f i、・q ヶ、トホー421

、・う冫卜j 二χ 2面l利|舮浚3
図 魯 皿・・・藏 枩激 約3 万冊

al s76551 代)
区民 事 務所 … l l M5 日か らl 務を 闃始Ll ' 廴 取 棡い 業鴉; に れまでt 食わI Jません。

s153- 230 卩 憲話 畧号l に れま で と変 わり ません}

佳区 セン タ ー … 必 議童 、 老 人綰、 児 嶼畍ci ・=● 保 育は 來年111 か ら閔 蛄・し ます3　
s857- 6550{ 代3

< ルート別比較評価>

(
仮
称
)

舎
人
新
線
の

基
礎
調
査
の
結
果

足
立
区
で
は
、
ぶ

人
新

線
二
仮
称
)
の
早
期
導
入
を

国
お
よ
び
都
へ
要
望
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
昭
和
6
1年
度
の
梏
硬
調
査

(
導
入
の
叫
能
性
)
が
ま
と

ま
り
ま
し
た

。

昭
和
6
0
年
度
に
は
、
荒
川

区
と
共
同
し
て

、
基
礎
調
査

(導
入
の
必
要
性
)
を
実
施

し
、
そ
の
中
で
、
新
線
導
入

の
必
要
性
に
対
心
し
た
、6

つ
の
ル
ー
ト
素
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
基
礎
調
査
は
、
啝

京
都
も
加
わ
り
、
先
に
提
案

さ
れ
た
6
つ
の
ル
ー
ト
素
案

に
つ
い
て
輸
送
需
要
、
導
入

空
間
確
保
の
容
易
性
、
建
設

貲
の
概
略
等
の
指
噤
に
よ
る

評
価
を
日
的
と
し
た
も
の
で

す

。今
回
の
基
礎
調
査
の
結
啝

は
、
次
の
通
り
で
す
、

入
ル
ー
ト
素
案
の
評
価
V

□
数
S
的
な
坪
価

左
表
の
よ
う
に
、
数
鼠
的

に
順
卮
つ
け
か
可
能
な
4
つ

の
主
な
項
目
に
つ
い
て
み
ま

す
と
、
日
曹
里
案
が
高

い
評
価
を
醇
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
続
い
て
王

子
案
、
北
千
庄
案
、
田

端
案
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

□
数
量
化
で

き
な
い
項
目

に
よ
る
坪
価

区
西
部
地

域
の
交
通
利

便
性
の
向
上
や
地
域
の
兒
展

へ
の
影
饗
等
の
点
か
ら
は
、

山
の
手
繃
の
駅
と
結
ぶ
日
矜

里
案
、
上
野
案
が
評
価
を
寿

て
い
ま
す
。
ま
た
、
接
続
す

る
駅
の
利
便
性
、
都
心
・
副

都
心
と
の
距
離
の
点
か
ら

は
、
上
野
案
、
日
暮
里
雫
、

川
端
案
が
評
価
を
呀
て
い
ま

す
。

□
総
合
的
な
坪
価

以
上
の
評
価
か
ら
、
絶
対

的
に
優
に
な
ル
ー
ト
案
は
、

決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か

、

そ
の
中
で
も
日
暮
甲
案
が
相

対
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

氏
今
後
の
検
討
課
題
卜

今
後
の
主
な
検
討
・課
題
と

し
て

、
呎
の
事
項
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す

。

・▽
荒
川
・
隅
田
川
卮
刈
部
分

▽
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
整

偉
V

逎
路
整
備
計
圃
と
の

整
合
性

▽
輸
送
需
要
陬
の

椎
定

▽
導
入
機
種

▽
聿

両
基
地

▽
亊
業
主
体

A
今
後
の
予
定
　

今
鄒
度
は
、
建
設
省
補
助

に
よ
る
調
査
を
行
な
う
予
定

で
す
。
こ
れ
は
基
礎
調
査
の

最
後
と
な
る
も
の
で
、
前
記

の
諌
題
等
に
つ
い
て
倹
討
す

る
予
定
で
す

。

足
立
区
で
は

、
昭
和
6
0年

代
中
の
閧
業
を
目
指
し
、
柬

亰
都
お
よ
び
荒
川
区
と
啗
り

し
て
甼
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
険
と
も
ぼ
民
の
忻
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

顫
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

木
庁
舎
・
交
通

機
関
対
策
蚕

　
眤
1
1
　
1
1

㈹

<60 年度調査で提案されたルート>
4 日暑里櫁縦案: 舎人 尾久 日暮1

1X・両千隹楼覡案( 町屡) : 吉人 尾久 一町屋 一南畢住

j y( 宮地) : 1 人 尾久 宮垉 南千住
3北f 住嬢綬軍: 舎人 朋7 通り 西新丼大師 北干隹

曵:王孑接総案: 舎人 江北 宮城l 子
5田端椄靦案: 舎A 尾久 田端

6 上野接続豪: 舎人 尾久 三月 ● 上野
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温かい理解と働く喜びを
9 月 は 障 害 者 雇 用 促 進 月 間 で す

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、足
立
区
に
は
、た
く
さ
ん
の
会
杠
や
エ
場
が
あ
り
、大
勢
の
人
々
が

働
い
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、健
常
者
と
と
も
に
仕
事
に
は
げ
ん
で
い
る
障
害
者
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。し
か
し
、社
会
-
。般
の
障
害
者
に
対
す
る
理
解
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
も

あ
っ
て

、
勳
く
意
欲
を
も
ち
な
が
ら
、
仕
亊
に
つ
け
な
い
障
書
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
障
害

者
の
働
く
塲
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
理
解
と
協
力

が
大
き
な
カ
ギ
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

9
川
は
障
害
者
啀
用
促
進
月
間
。
明
る
く
熱
心
に
、
仕
事
に
取
り
組
む
障
害
者
の
方
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
を
隨
会
に
、
障
笘
者
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
に
も
っ
と
働
く
場
を

景
気
が
悪
い
と
、会
柱
や
L

跼
、
と
思
っ
て
い
る
障
害
者
に

、
ど
う

商
店
の
経
営
は
篏
し
く
な
り
ま

し
て
も
、
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
し

す
。
求
人
数
も
減
り
、
勳
き
た
い

ま
い
ま
す

。

し
か
し
、
障
害
者
や
そ
の
冢
族

は
、
切
実
に
、も
っ
と
勳
く
場
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
、
頤
っ
て

い
ま
す
。

6
3年
度
か
ら
、
障
害
者
の
雇
用

促
進
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

従
来
対
象
外
だ
っ
た
梢
神
薄
弱

者
も
、
鼈
用
助
成
の
対
象
と
な
る

こ
と
を
は
じ
め
、
障
魯
者
雇
用
の

促
進
、
安
定
の
た
め
の
施
策
が
充

実
し
ま
す
。

障
害
者
を
騷
用
す
る
事
業
主
に

は
、
施
設
の
改
善
費
用
や
質
金
の

補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、公
共
職
業
安

定
所
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
た

め
の
窓
囗
を
設
け
、求
人
、求
職

な
ど
。親
身
に
相
談
に
に
じ
て
い

ま
す
。

事
笑
主
の
方
も
障
害
者
の
方
も

積
極
的
に
職
業
安
定
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

A
障
害
福
祉
課
　

「
み
ん
な
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
す
」

(
株
)
大
滝
お
し
ぼ
り
勤
務
　
鶴
若
真
弓
さ
ん
(
2
2
歳
)

清
水
康
子
さ
ん
(
2
1歳
)
、
板
垣
明
子
さ
ん
(
1
8
歳
)

梅
島
に
あ
る
㈱
大
滝
お
し
ぼ
り

は

。
お
し
ぼ
り
の
レ
ン
タ
ル
と
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
会
社

。
社
員
1
6
5人

の
う
ち
、
精
神
薄
弱
者
の
方
が
2
1

人
勵
い
て
い
ま
す

。
エ
場
で
は
流

れ
作
業
で
、
1
日
5
0万
本
も
の
お

し
ぼ
り
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処
理

さ
れ
て
い
き
ま
す

。

鶴
若
真
弓
さ
ん
、
濟
水
康
子
さ

ん
、
板
垣
明
子
さ
ん
が
、
ペ
ル
ト

コ
ン
ペ
ア
ー
で
次
々
と
邏
ば
れ
る

お
し
ぼ
り
を
チ
ェ
ツ
ク
し
て
い
ま

す
。「
検
品
は

、大
変
璽
要
な
エ
程

の
ひ
と
つ

。
そ
の
点
、
こ
の
子
た

ち
は
厳
し
く
や
っ
て
く
れ
る

」
と

川
俣
杠
長
は
、
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。

「
う
ち
の
会
杠
で
も
、
ど
う
し

て
も
仕
事
に
な
じ
め
ず
、
や
め
て

い
っ
た
障
害
者
が
い
ま
し
た
。
も

っ
と
多
く
の
会
杜
が
、
潭
害
者
を

喋
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。職
業
選
択
の
嵋
が
広
が
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
向
い
た
仕
亊
に
就
け

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
身
内

や
知
り
合
い
に
声
を
か
け
て
精
神

薄
弱
者
の
方
た
ち
の
働
く
場
を
提

供
し
て
い
き
た
い
」
と
、
川
俣
社

長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
積
極
的
に
働
い
て
い
ま
す
」

㈱
中
央
シ
ャ
ッ
タ
ー
勤
務
、
坂
本
岩
雄
さ
ん
(
4
5
歳
)

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

ド
ア
を
閧
け
た
と
た
ん
、
明
る

い
あ
い
さ
つ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

稜
瀬
に
あ
る
㈱
中
央
シ
ャ
ッ
タ
ー

は
。
3
つ
の
系
列
会
社
を
あ
わ
せ

て
総
勢
囹
人
の
会
社
で
す
。

「
砌
害
者
も
全
く
対
等
で
す
」

と
市
川
社
長
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
8
人
の
体
の

不
自
由
な
方
が
働
い
て
い
ま
す
。

時
に
は
夜
更
け
ま
で

、
残
業
が
あ

り
ま
す
が
、
給
料
も
侍
遇
も
、
障

害
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
格
差
は
あ

り
ま
せ
ん

。

坂
本
岩
雄
さ
ん
は
、
左
手
首
か

ら
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。
右
手
一
本

で
8
年
間
こ
の
仕
事
を
続
け
ま
し

た
。
今
で
は
2
4
人
い
る
工
場
の
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
溶
接
の
手
を

休
め
て
い
た
だ
き
、
長
続
き
の
コ

ツ
を
聞
く
と
、
「
や
っ
ぱ
り
反
骨
粫

神
か
な
。
」
日
燒
け
し
た
顔
に
こ
ぼ

れ
る
ま
つ
白
な
歯
が
印
象
的
で
し

た
。
爲
け
て
た
ま
る
か
!
」
の
一

念
で

、
坂
本
さ
ん
は
仕
亊
を
続
け

て
い
ま
す

。

就
職
相
談
会

障
害
者
の
方
を
対
象
に
。
亊
業

主
の
方
と
の
面
接
方
式
で
、
就
職

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
9

月
2
9日
(
火
)
、午
唆
1
　

時
3
0分
～
4
時

塲
所
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

(
竹
の
曜
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)

持
参
す
る
も
の
身
体
障
害
者
手
　

帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、纜
歴
害

問
合
せ
先
足
立
公
共
職
業
安
定
　

所
障
害
者
コ
ー
ナ
1
　
8
8
2
-

さらに活気あるまちをめざして
足立区産業振興懇談会設置

区
で
は

、2
1世
紀
を
め
ざ
し
た
「
足
立

区
産
業
振
興
計
固
」
を
策
定
す
る
た
め
、

足
立
区
産
業
振
興
懇
談
会
(
会
長
=
小
島

重
次
氏
)
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
区
長
の
諮
問
機
関
と

し
て
学
識
経
験
者
、
区
議
会
議
員
、
業
界

関
係
者
等
3
6名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
1
回
の
懇
談
会
が
7
月
1
5日
に

閧
催
さ
れ

、
占
性
区
長
か
ら
、
山
足
立
区

産
業
の
あ
る
べ
き
姿
、
②
足
立
区
産
業
の

振
興
策
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
来
年
3
月
末
の
答
申
を

目
途
に
倹
討
中
で
す
。

A
経
済
課

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
、
新
築
を
記
念
し
て

苗
木
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
、「
緑
と
水
の
豐
か
な
潤

い
の
あ
る
ま
ち
つ
く
り

」
を
す
す

め
る
た
め
、
緑
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
誕
生
記

念
樹
と
新
築
暁
樹
奨
励
用
苗
木
を

配
布
し
ま
す
。

ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
方
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

配
布
日
時
、場
所
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

□
誕
生
記
念
樹

お
子
さ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い

し

、
記
念
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

対
象

昭
和
6
2年
2
月
以
降
に
お

子
さ
ん
が
誕
生
し

、
引
き
続
き

区
内
に
お
住
ま
い
の
方

樹
種

紅
悔
(
0
.
9
と

、八
璽
桜
(
1
.
2
　

　
)
、
サ
ザ
ン
カ
(
1
.
5　
)
、
カ
キ

(
2
.
1
　
)
、
イ
チ
ョ
ウ
(
2
.
1　
)
、

黒
竹
(
1
.
5と

、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

(
0
.
9
　
)

本
数

右
記
の
樹
種
よ
り
1
本

申
込
方
法

所
定
の
申
込
(
ガ
キ

ま
た
は
官
製
(
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

。
官
製
(
ガ
キ

に
は

「
誕
生
記
念
樹
希
望
」
と

明
記
し

、
保
護
者
の
庄
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の

名
前

、
生
年
月
日

、
希
望
樹
櫟

名
を
記
入

※
各
樹
穡
の
大
き
さ
の
半
分
程
度

を
ご
希
望
の
方
は

。(
ガ
キ
に
そ

の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
予
定
H

月
上
旬

□
新
築
植
樹
奨
励
用
苗
木

対
象

昭
和
6
2
年
2
月
以
降
に
旛

平
方
　
以
h
の
敷
地
に
新
築
ま

た
は
増
改
築
さ
れ
た
方

樹
橦

ス
モ
モ
(
1
.
5
-
1
.
7
　
)
、
ム

ク
ゲ
(
凵
～
1
.
3　
)
、ヒ
メ
リ
ン

ゴ
(
1
.
6～
1
.
8　
)

※
配
布
時
に
大
き
さ
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

。

本
奴

右
記
の
樹
種
を
各
1
本
ず

つ
の
計
3
本

申
込
方
法

所
定
の
申
込
(

ガ
キ

ま
た
は
官
製
(

ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

。
官
製
(
ガ
キ

に
は
「
新
築
醢
樹
奨
励
用
苗
木

希
望
」
と
明
記
し
、
新
築
場
所
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
配
布
予
定
1
1
い
月
上
甸

申
込
期
陂

い
ず
れ
も
9
月
1
6日

(
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑

化
係
(
〒
1
2
0千
住
1
1
4
1
1
8
　

　
眤
1
1
1
1

㈹
)

く
ら
し
の

情

報

国
民
年
金

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

次
の
方
は
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、ま
だ
加
入
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
自

営
業
者
な
ど
、
他
の
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
方

と
、
そ
の
奥
さ
ん
な
ど
で
、

2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方

(第
1
号
被
保
険
者
)

7
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年

金
制
慶
に
加
入
し
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん

で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

方
(
第
3
号
被
保
険
者
)
　

ま
た
、
次
の
方
は
、
ご
自
身

の
希
望
に
よ
り
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
学
生
ま
た
は
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
老
齢
(
退
職
)
年

金
を
受
け
て
い
る
2
0歳
以
上

6
5歳
禾
満
の
方

▽
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
印

歳
以
上
6
5歳
未
満
の
方

▽
竒
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人

で
2
0歳
以
上
6
5歳
米
両
の
方

届
出
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
適
用
係

　
碵
5
1

お
済
み
で
す

か

福
祉
年
金
の
定
時
届

老
齡
福
祉
年
金
の
定
時
届
を

済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、至
急
、

国
民
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
定
時
屆
を
掬
出
し
ま
せ

ん
と
、1
2月
支
払
分
か
ら
の
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
給
付
係

　
棘

こ
ど
も

学
童
保
育
室

入
室
児
童
募
集

新
設
の
興
本
児
童
館

新
設
の
興
本
児
童
館
学
童
保

育
室
の
1
0月
入
蚕
児
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象

小
学
校
I
～
3
年
生
の

児
童

申
込
で
き
る
方

働
い
て
い
た

り
、
長
期
の
柯
気
な
ど
の
た

め
に
下
校
後
の
児
童
の
世
話

が
で
き
な
い
保
護
者

定
員
4
0
名

費
用

月
額
3
千
峩
円

申
込
方
法

学
童
保
育
係
ま
た

は
各
学
童
保
育
室
に
備
え
て

あ
る
申
讀
S
、
調
査
書
、
勣

務
証
明
番
に
記
入
し
、
印
か

ん
も
持
参
の
う
え
窓
囗
へ

申
込
期
間
9

月
1
4日
～
2
1日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
学
童
保
育
係

　
躪

い
じ
め
と
非
行
の

特
別
相
談

区

教

育

委

貝

会
で

は

、
今

月

を

「
い

じ

め

と

非

行

の

特

別

相

談

月

間

」
と

し

、
電

話

と

来

所

に

よ

る

相

談

を

し
て

い

ま

す

。

受

付

日

畤
9

月
1

日

～
3
0
囗
　

の

月

曜

日
I

金

曜

日
(

祝

日
　

を

除

く
)

、午

前
1
0
時
I

午

後
　
4

時

場
所
▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
　

相
談
室
(
来
所
相
談
の
予
約
　

・
-
・
　
8
5
9
9
5
3
1
、電
話
相
　

談
・・
・
　
8
8
4
7
8
6
7
)

▽

教

齊

セ

ン

タ

ー
教

育

相

談

縵
　

瀬

分

室
(

来

所

相

談

の

予

約
　

…
　

辯
3
5
8
8

、
電

話

相
　

談

は

あ

り

ま

せ

ん
)

▽

指

導

室

教

育

相

談
(

区

役

所
　

本

庁

舎
7

階

、
采

所

相

談

の
　

予

約
・
:
　
8
8
2
1
1
1
1

内

線
　
7
8
6

、
竃

話

相

鮫

…
　
8
8
2
1
1
　
7
0
)

減
免
し
ま
す

幼
稚
園
の
保
育
料

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨

励
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
補

助
金
で
す
。

対
象

区
内
に
居
庄
し
、
公
立

幼
碓
園
お
よ
び
公
認
私
立
幼

碓
園
に
5
歳
児
(
昭
和
5
6年

4
月
2
日
～
5
7年
4
月
1
日

生
)
、4
歳
児
(
昭
和
5
7年
4
　

月
2

日
～
5
8
年
4

月
1

日

生
)
を
通
園
さ
せ
て
い
て
、

右
表
に
該
当
す
る
冢
啀

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
備
え

て
あ
る
申
諱
用
紙
に
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
昭
和

6
2年
厦
区
民
税
課
税
証
明
書

等
を
添
え
、
各
幼
稚
園
長
へ

提
出
し
て
く
た
さ
い

申
込
期
限
9

月
1
8日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
亊
第

二
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

下
水
道

水

洗

化

が

可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

亊
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

闘
始
年
月
曰

上
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
局
小

菅
支
所

　
一
8
8
2
2
、

ま
た
は
区
・
中
央
本
町
庁
舎

・
助
成
係

　
脚
5
2
0
8 事 憔 帯嚊 成 ほ 巾2 りu, に・刪l l か ある 場 乱 廴・り 杤 は 脱 韜 の 叭t 叙と する 。
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9
月
1
5曰
は
敬
老
の
曰

お
と
し
よ
り

の
皆
さ
ん
へ

敬
老
祝
品

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券

の
贈
呈

杠
会
嵋
祉
協
巖
会
で
は
、
敬
老

の
日
に
酉
獅
、
傘
寿
、
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
そ
の
長
寿
を
祝

い
、
記
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

券
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

▽
喜
寿
(
満
7
7歳
)・・・
明
治

む
年
9
月
1
7日
か
ら
明
治
4
3年

9
月
1
6日
に
生
ま
れ
た
方

▽

傘
寿
(
禹
8
0歳
丁

明
治
3
9年
9
　

月
1
7日
か
ら
明
治
4
0年
9
月
1
6
　

日
に
生
ま
れ
た
方

▽
米
春

(
爾
8
8歳
丁

明
治
3
1年
9

月
1
7
　

日
か
ら
明
冶
3
2
年
9
月
1
6日
に

生
ま
れ
た
万

祝
品
7

冪
寿
・
:カ
シ
ミ
ア
入
純

毛
毛
布
7

傘
寿・
:銅
製
茶
器

セ
ッ
ト
(
急
須
、
茶
筒
)

▽
米

4・・・
銀
杯

マ
。サ
ー
ジ
等
施
術
雰

―
人
2
　

畋
(
便
用
期
限
6
3年
3
月
1
5日

ま
で
)

問
合
せ
先

袿
会
福
祉
協
巖
会
　

　
皈
1
5
5
0

は
り
・
灸無

料
奉
仕
治
療

日
眄
9

月
1
5日
、
午
前
9
時
3
0
　

分
I
午
唆
3
時
3
0分

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

定
員

圈
名
(
先
柵
B
)

申
込
方
法

当
日
会
場
へ

間
合
せ
先

東
亰
乱
鍼
灸
師
会
足

し
支
郎

　
嵋
0
7
5
4

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

老
人
ク
ラ
ブ

区
内
に
は
、1
8
2の
老
人
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、2
万
7
9
5人
の
方
々
が
会

贓
と
し
て

、
活
発
な
活
勳
を
行
つ

て
い
ま
す
。

を
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
お
年

寄
り
が
老
後
の
生
活
を
、
健
全
で

明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
、
自
主

的
に
組
嗽
し
、
ク
ラ
ブ
活
勳
を
通

じ
て
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
勳
は
、
▽
ひ
と
り
暮
ら

し
、
寝
た
き
り
老
人
の
訪
問
な
ど

の
社
会
奉
仕
活
勳

▽
老
人
大

学
、
手
芸
・
俳
句
な
ど
の
教
養
講

啄

∵
ケ
ー
ト
ホ
ー
ル

、(
イ
キ

ン
グ
な
ど
の
健
康
増
進
活
勳
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
艇
生
会
、
敬
老
会
、

旅
行
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
勣
も
行
つ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
加
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象

お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の
方

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
璢
祉

係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

▲ 老人クラブ 連合 会は、毎年 、大運動 会を行 っていま す

みんなの健康
足n 保 髏 所 　855- 4151
千 住 保 健m 　888- 4277
江 北 保 健 相 岐 所 　8964004111

和 保 健 相 岐 所 　6064171 
臾 本 叨 保 僅 相 岐 所 　880 ・5351

小さな動物 たちとお話 しよう

ふ れ あ い 動物園
さ
わ
や
か
な
秋
風
の
吹
く
公
園

で
、
や
ぎ
や
う
さ
ぎ
、モ
ル
モ
ッ

ト
な
ど
の
か
わ
い
い
勣
物
と
な
か

よ
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
勣
物
の

い
る
公
園
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
9
月
1
5
貝
雨
天
…
2
0
日
)
　

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

塲
所

佐
野
公
園

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
管
理
係

　
凶
5
2
6
1

ご 利 用 く だ さ い

胃がん・子宮がん検診

中 央 本 町
保 健 相談 所

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
倹
診
は
、

こ
れ
ま
で
の
足
立
保
健
所
に
加
え

て

、
今
年
度
か
ら
、
中
央
本
町
保

健
相
談
所
で
も
毎
月
実
施
し
て
い

ま
す
。
足
立
保
健
所
よ
り
多
少
余

裕
か
あ
り
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
日
楔
・
申
込
方
法

等
は

、「
あ
だ
ち
広
報
」(毎
月
5
日

吋
)
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。な
お
、1
0

月
実
施
分
は
上
衣
の
と
お
り
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

　
眤
1
1
1
1

㈹

福

祉

老
人
福
祉
手
当

の
支
払
い

6
2年
8
月
期
分
の
老
人
橸
祉

手
当
を
、8
月
2
5日
ご
ろ
受
給

者
の
皆
さ
ん
の
囗
座
へ
振
込
み

ま
し
た

。
区
に
届
け
て
あ
る
金

融
機
関
で
受
け
取
つ
て
く
だ
さ

し□
申
請
し
て
い
な
い
方
へ

6
5歳
以
上
で
、6

ヵ
月
以
上

寝
た
き
り
、
ま
た
は
老
化
性
痴

呆
で
、
常
時
介
助
ま
た
は
看
視

を
必
要
と
す
る
方
で
、
現
在
在

宅
ま
た
は
入
院
し
て
い
る
方

に
、
老
人
福
祉
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

申
込
屶
法

本
人
名
儀
の
預
金

通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
、
印

か
ん
、
入
院
証
明
尠
(
入
院

の
場
合
の
み
)
を
持
穆

□
受
紿
者
の
方
へ

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
。
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
入
所
、
転
出
等
で
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復

し
た
と
き

▽
囗
座
番
号
、

住
所
等
届
出
亊
項
に
変
更
の

あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身

障
害
者
手
当
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
観
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
毋
さ
ん
が
軻
気
や
ヶ
ガ

で

。
一
時
的
に
家
亊
が
で
き
な

く
な
っ
た
時
、
家
事
そ
の
他
日

常
生
活
の
お
手
伝
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
小
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し

、
同
一
世

帯
に
1
8
歳
以
上
の
人
が
い
な

い
冢
庭

派
遭
回
数

―
回
の
申
誚
に
つ

き
5

回
以
内
(
年
2
0回
ま
で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

唆
7
時
ま
で
の
間
(
8

時
閧

ま
た
は
4

時
閧
を
1

回
と
す

る
)

費
用

無
料

申
込
方
法

疾
柯
を
証
明
で
き

る
も
の
(

診
察
券
等
)
と
印

か
ん
を
持
参

※
緊
急
の
場
合
は
、
代
理
人

、

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
竃
助
吹
係

　
靦
1
1
1
　
1

㈹
届
き
ま
し
た
か

新
(
障
)
受
給
者
証

新
し
い
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
を
、
受
紿
者
の
方
ヘ

8
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た

。

ま
だ
、
受
給
者
証
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
至
急
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
有
効
期
間
の
過
ぎ
た

旧
受
紿
者
証
は
、
持
参
も
し
く

は
、郵
送
で
お
返
し
く
だ
さ
い

。

問
合
わ
せ
先

本
庁
舎
・
障
害

橸
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

おし
らせ

ご
協
力
く
だ
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査

1
0月
1
日
、
就
業
構
造
基
本

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の

調
査
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
就

業
状
態
な
ど
を
調
査
し
て
、
国

や
地
方
の
眤
用
対
策
な
ど
に
関

す
る
行
政
の
基
礎
資
料
を
つ
く

る
た
め
に
吁
わ
れ
る
も
の
で

す
。足

立
区
で
は
約
劭
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
世
帯
へ

は
、9
月
下
甸
か
ら
謁
査
與
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

続
計
係

　
跏
5
0
3
3

図
書
館
休
館
の

お
知
ら
せ

図
S
特
別
整
理
の
た
め
、
休

館
し
ま
す
。

日
程
9

月
M
日
～
3
0日

対
象
餾

中
央
・
や
よ
い
・
花

畑
図
魯
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

受
講
生
の
募
集

曰
時
9

月
2
5日
、2
9日
、1
0
　

月
2
日
、9
日
、1
6日
、
午

後
1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

場
所

青
年
館
(
1
0月
9
日
の

み
西
縵
瀬
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ

ー
ム
)

対
象

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勳
に

関
心
の
あ
る
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員

叨
名
(
先
僻
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

受
付
開
始
日
9

月
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
纎
会

　
細
1
5
5
0

9
月
1
0日
は

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

9 月 の
安 売 り デ ー

青
果
物
…
9

月
9
H
(
水
)
　

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
川

魚
…
…
…
9
月
1
8
H
(令
)
　

青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
〈
主

価
　

足立 区冐 集 安売 り
テー 協 髏曾 爬 東
水鏖 物 商業 恊同 縮
合西 新耆 支 闇・ 予
挂 貪郎

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(

1
1
)

裁
判
所
差
別
事
件
に
お
け
る

全
国
水
平
社
は
、
請
願
大
行
進

を
行
つ
た
だ
け
で
な
く
、
司
法

大
臣
や
検
事
総
長
に
対
す
る
抗

議
を
展
閧
し
ま
し
た
。

そ
の
岾
果
、
青
年
は
仮
釈
放

さ
れ
、
一
方
、
関
係
者
は
退
職

転
任
な
ど
の
処
分
と
な
り
、
や

っ
と
た
た
か
い
に
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

大
正
1
1
年
3
月
に
創
立
さ
れ

た
こ
の
水
平
杜
の
活
勳
は
、
数

数
の
庇
果
を
践
し
て
、
昭
和
1
5

年
、
第
1
6回
大
会
を
最
後
と
し

て
終
り
を
告
げ
、
戦
時
中
は
中

断
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
平
社
の
胝
征
は

戦
後
の
解
放
運
動
に
受
け
つ
が

れ
て
い
き
ま
す
。

終
峨
の
翌
年
、
昭
和
2
1年
H

月
3
日
、
主
檜
在
民
、永
久
平

和
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
三
本

柱
を
中
心
と
し
た
日
本
国
憲
法

が
公
布
さ
れ
、
翌
年
5
月
3
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

軟
唆
の
荒
廃
の
中
で
。部
落

解
放
運
勳
を
再
廸
し
よ
う
と
す

る
気
邏
が
高
ま
り
、昭
和
2
1年
2

月
、
亰
都
に
お
い
て
部
落
解

放
全
国
委
鹹
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

峨
後
の
部
落
解
放
運
勳
の
再

建
は
、こ
の
全
園
委
員
会
に
よ

っ
て
始
ま
り
、
そ
の
活
勳
は
、

戦
前
の
方
針
を
受
け
つ
い
で
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
側
に
お
い
て
、
ま
ず
、

同
和
行
政
に
取
り
組
ん
だ
の
は

西
日
本
の
廚
県
で
し
た
。

昭
和
2
2年
度
に
大
阪
府
に
お

い
て
、団
体
の
要
求
を
受
け
、

全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
先
が

け
て

、
い
わ
ゆ
る
同
和
予
算
を

組
ん
だ
の
も
、そ
の
一
例
で
す

。

一
方
、
差
別
亭
件
と
し
て

、

昭
和
2
6年
1
0月
「
オ
ー
ル
ロ
マ

ン
ス

」
と
い
う
雑
誌
に
、
亰
都

市
の
あ
る
職
員
が
、
亰
都
市
内

の
部
落
の
よ
う
す
を
興
味
本
位

に
S
い
た
小
説
を
載
せ
た
も
の

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

部
落
解
放
委
員
会
は
、
こ
れ

を
重
視
し
ま
し
た
。

○
同
和
問
嘔
に
関
す
る
問
い
向

わ
せ
は

、
本
庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ

。
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秋
で
すあ

な
た
は
ス
ポ
ー
ツ
派
?

そ
れ
と
も
芸
術
派
?

第
5
回
区
民
歩
け
歩
け
大
会

日
時
1
0
月
1
0日
(
祝
日
)
示
雨

決
行
、
強
風
の
と
き
1
1日
)

予
定
コ
ー
ス

左
図
を
尠
照

▽
A
コ
ー
ス
(
フ
ァ
ミ
リ
こ

千
住
新
僑
グ
ラ
ン
ド
～
都
市
農

業
公
園
・
:
8
、
。む

▽
B
コ
ー
ス
(
フ
ァ
ミ
リ
上

千
住
新
僑
グ
ラ
ン
ド
～
大
谷
田

南
公
園
・
:

6
冫
む

▽
C
コ
ー

ス
(
健
脚
)

千
住
新
橋

グ
ラ
ン
ド
～

都
市
晨

業
公
園
～

・見
沼
代
親

水
公
園
I

竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
…
1
8

冫
む

▽
D
コ
ー

ス
(
健
脚
)

千
住
新
橋

グ
ラ
ン
ド

ー
大
谷
田
南
公
園
I
郷
土
溥
物

館
～
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
～

竹
の
塚
セ
ン
タ
1
・・・
1
5冫
　

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
者

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、コ
ー
ス
名
を
明
記

の
こ
と

申
込
期
限
m
一月
9
日
(
必
酋
)

申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
1
1
8
　

　
靦
1
1
1
1
㈹
)

硬
式
テ

ニス
指
導
者
養
成
講
習
会

日
時
1
0
月
6
日
、7
日
、8
日
、

1
4日
、1
5日
の
5
日
間

午
後
6
時
3
0分
I
8
時
3
0分

塲
所

北
千
庄
公
園
コ
ー
ト

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
指
導

者
お
よ
び
指
導
者
を
目
指
す
者

で
区
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
方

定
員
・
賢
用
8
0
名
(
応
募
者
多

数
の
際
は
抽
選
)

無
料

申
込
方
法

往
厦
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
9

月
2
1日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
1
2
0千
住
―
-
4
-
1
8
　

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

区
民

巡

回

体

力

テ

ス

ト

あ
な
た
の
体
力
は
、
パ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
ま
す
か
?

日
時

毎
月
第
1
土
曜
日
お
よ
び

第
3
日
曜
日
の
午
優
(
―
・
8
　

月
を
除
く
)

対
象
4
0
名
以
上
の
参
加
者
が
見

込
ま
れ
る
町
会
・
自
冶
会
、P
　
T
A

、
職
場
サ
ー
ク
ル

、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
等

申
込
方
法

テ
ス
ト
を
受
け
よ
う

と
す
る
団
体
は
、
あ
い
て
い
る

日
時
を
問
い
台
わ
せ
、
実
施
日

の
2
ヵ
月
前
ま
で
に
体
育
課
へ

甲
し
込
む
こ
と
(
足
立
区
体
弯

指
碑
委
叫
会
が
実
施
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課

　
8
8
2
-
1
1
1㈹

秋
の
区
内
め
ぐ
り

グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会

グ
ル
ー
ブ
で
、秋
の
区
内
め
ぐ

り
を
し
ま
せ
ん
か
。皆
さ
ん
を
、マ

イ
ク
ロ
パ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

実
施
期
間
1
0
月
1
日
～
1
1
‥
月
3
0
　

日
(
平
日

、
計
3

回
)

時
間

午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
　

時
(
雨
天
実
施
)

見
学
施
設

郷
土
噂
物
館

。
中
川

処
理
場
、
花
畑
記
念
庭
園

、
都

市
農
業
公
園
ほ
か

対
象
1
8

歳
以
上
の
健
康
な
区
民

で
構
成
さ
れ
る
1
5人
以
上
3
0人

以
内
の
グ
ル
ー
ブ

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
グ

ル
ー
プ
名
、
代
表
者
氏
名

。
住

所
、
電
話
番
号
、「
グ
ル
ー
プ
施

設
見
学
会
希
望
に
と
明
記
の
こ

と
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
通
に
限
る
。

に
募
多
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
期
限
9

月
1
2日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広

聰
係
(
〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8
　

　
靦
1
1
1
1

㈹
)

参 加 者 募 集
第40 回 区 民 体 育 大 会

□
剣
遭

日
時
m

一
月
H
日
(
日
)
、
午
前

9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

参
加
資
格

高
校
生
以
上
の
区

内
在
庄
・
在
勦
・
在
学
者
、

お
よ
ぴ
区
剣
道
連
盟
会
貝

種
目

年
齢
別
個
人
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

費
用

珈
円

申
込
方
法

費
用
と
甲
込
番

(
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

、

職
業
、
現
段
位
、
電
話
番
号

を
記
入
)
を
添
え
て
直
接

申
込
期
限
9

月
2
3日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

長
潟
忠
男

(
扇
2
1
8
1
1
3

　
8
9
0
6
　
7
4
8
)

□
柔
道

日
時
1
0
月
1
8
日
(
日
)
、午
前
　

9
時
～
午
後
5
時

塲
所

興
本
体
胄
館

竸
技
種
目

個
人
軟
(
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
、
有
段
者
は
紅
白
試

合
)

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
区

内
在
住
・
在
動
者

s
用

刈
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
廈

接
(
氏
名
、
学
年
、
段
に
を

明
記
の
こ
と
)

申
込
期
限
9

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武

牢
庄
旭
町
1
0
-
1
3

　
靦

3
8
3
8
)

□
硬
式
庭
球

曰
時
1
0

月
1
8
日
、2
5日
(
予
備

日

、1
0月
2
5日
、H
月
1
日
)
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所

北
千
住
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

、
他

竸
技
種
目

一
般
男
子

、
一
般

女
子

、
壮
年
男
子
(
4
0
歳
以

占

、
混
合
(
ミ
ッ
ク
ス
)
各

ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
内
在
住
、在
勦
、

在
学
者
(
大
学
生
の
み
)

費
用
1

組
2
千
円
(
当
日
会

場
で
支
払
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齡
、
繼
業
、

性
別
、
競
技
種
目
を
明
記
の

こ
と

申
込
期
限
9

月
3
0日
(
必
糖
)

申
込
・
問
合
せ
先

浦
中
和
夫

(〒
1
2
1竹
の
罹
4
-
3
-
2
5
　

　

　
朏
5
5
3
6
)

□
釣
魚
(
ヤ
マ
ペ
)
大
会

日
時
・
塲
所
9

月
2
0日
(
日
)

午
前
2
時
・
環
七
ラ
オ
ッ
ク

ス
前
集
合

対
象

区
内
在
住
、
在
勤
の
方

竸
技
方
法

重
量
制

参
加
S
4

千
円

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
9

月
1
4日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
釣

魚
連
合
会
・
近
藤
英
推
(
　

翻
6
7
5
8
)

、
石
井
利
之

(
　
頤
9
4
6
2
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日

程

・

場

所

・

竸

技

種

目

▽

1
1‥
月
8

日
(
日
)
・・
・
ス

ポ

ー
ツ
　

セ

ン

タ

ー
(

ダ

ブ
ル

ス
)

男
　

・

女

共

、A
(

自

由
)

、B
(

朷

心

者
)

、C
(

壮

年
)

▽
1
0
月
　
2
5

日
(

日
)

・・
・
東

和

体

育

館

(
シ

ン

グ

ル

ス
)

男

・
女

共

、

A
(

自

由
)

、B
(

初

心

者
)

※

時

閧

は

、
い

ず

れ

も

午

前
8
　

時
3
0
分

か

ら

。

参

加

資

格

区

内

在

庄
(
中

学

、

高

校

生

を

除

く
)

・

在

勠

者

、

お

よ

び

協

会

会

與

費

用

▽

シ

ン

グ

ル

ス
・・
I

人
　

千

円

▽

ダ

ブ

ル

ス

‘・
i

組

2

千

円

申

込

方

法

費

用

を

添

え

て

匱

接

申

込

期

限

各

大

会
1
0
日

前

申

込

・

問

合

せ

先

ツ

バ

メ

ヤ
　

ス

ポ

ー
ツ

店
(

千

住
3
-
1
9
　
　

　
8
8
8
8
3
3
1
) 郷 土博 物 館

映画鑑 賞会

郷
土
溥
物
館
で
、
お
祭
り
の
映

画
の
繿
賁
会
を
催
し
ま
す

。

雄
大
な
山
単
の
巡
行
や
、
屋
台

の
機
巧
人
形
の
た
く
み
な
勳
き
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
区
内
の
伝
続
行

事
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」
の
ビ
デ
オ

も
行
い
ま
す
。

日
時
9

月
2
0日

百
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
閧
始

場
所

、土
溥
物
館
2

階
講
堂
　

1

内
容

「
機
巧
人
形

」(
2
5分)
「
じ

ん
が
ん
な
■
C
J
(
3
0
分
)
「
若
衆
た

ち
の
心
意
気
-
烏
山
の
山
あ
げ

祭
り
I

」(
3
3分
)

定
員
1
0
0
名
(
当
日
先
着
順
)

費
用

入
館
料
の
み

問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

　
　

水
彩
画

教
室

日
時
1
0

月
～
3
月
ま
で
月
2
回

(
第
1
・
3
水
曜
日
)
午
後
1
時

場
所

足
立
区
老
人
会
館

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
民

内
容

水
彩
画
を
朷
歩
か
ら
教
え

ま
す

定
員
・
費
用
3
0

名
(
応
募
者
多

数
の
際
は
抽
選
)

無
料

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
眼
9

月
1
1‥日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
老
人

会
館
(
西
保
木
間
4
-
9
-
1
　

　
8
5
9
9
7
3
2
)

茶

道

教

室

曰
程
1
0
月
～
3
月
ま
で
全
1
2
回
　

(
原
則
と
し
て
第
1
・
3
木
曜
日
　

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
)

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
女
性

で
朷
心
者
に
限
る

内
容

茶
席
の
作
法
(
表
千
家
不

白
流
)

定
員
3
0

名

費
用
2

千
円
(

全
回
分
の
菓
子

抹
茶
、
炭
の
実
費
)

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年
齡
、

電
話
番
号
お
よ
ぴ
「
茶
道
教
室

」

と
記
入
の
こ
と
(
応
募
者
多
数

の
際
は
抽
選
)

申
込
期
限
9

月
1
3日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
(
〒
a
東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7
　

　
6
0
5
7
1
0
1
)

手

芸

教

室

日
時
9

月
1
6日
、1
0月
1
4日
、

午
唆
1
時
～
4
時

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
の
女
性

内
容

つ
ま
み
圃
(
も
み
じ
と
松

葉
の
短
冊
)

定
員
・
費
用
3
0
名

千
魴
円

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

　
既
7
1
0
1

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

曰
時
9
月
2
9
日
～
1
0
月
2
日
、

1
0
月
5
日
～
7
日
(
延
7
日
閧
)
　

午
後
6
時
～
8

時
3
0分

場
所

青
年
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
で
全
日

程
受
講
可
能
な
方
(
す
で
に
1
6
　

ミ
リ
資
格
取
得
者
は
除
く
)

定
員
4
2

名
(
応
募
者
多
数
の
際

は
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
僅

所

、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し

、「1
6ミ
リ

講
習
会
応
募
」
と
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
9

月
1
2日
(

当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文

化
係
(

〒
a
千
住
―
-
4
-
8
　

　
眤
1
1
1
1

㈹
)

63万区民を むす ぶくふ るさ と〉グラフテ ィ

グ ラフ あ だち ' 87No. 1

無料配布
中

巻
頭
に
は

、
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
で
体
育
指
導
を
し
て
い
る
チ

ャ
ッ
ク
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏
に
皀
撃
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。特
集
は
、「
あ
だ
ち

の
駅
を
考
え
る

」。
そ
の
ほ
か
、ま

ち
か
ど
情
報
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
畴
報
も
り
だ
く
さ
ん

。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

。

配布襴所: 吝区民 事務所・情儼公開課・
広報霹 窓囗

同a1! 先: 本庁舎・広輯係 　8821111 〔代〕

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
I
S
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=
　

☆
さ
と
う
宗
幸
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
9
月
2
2
日

(
火
)
、午
後
6
時
4
5
分
閲
演
/

産
業
振
興
館
/
大
人
・
・
・
2
千

円
、中
学
生
以
下
・
・
一
千
緊
円
/

▽
檎
原
共
同
保
育
所
霓
m
o
　

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
連
盟
発

表
会
9
月
6
日
(
日
)
、午
前

1
0
時
か
ら
/
西
部
セ
ン
タ
ー
/

入
場
無
料
/
鹿
浜
歌
誣
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会
▽
小
宮
　
8
9
9
2
2
　

☆
足
立
区
肢
体
不
自
由
児
者

父
毋
の
会
バ
ザ
ー
9
月
2
7
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
/

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
/
日
用
碓

貨
品
な
ど
の
ご
協
力
も
お
願
い

し
ま
す
/
▽
岸
本
　
8
8
3
8
1

=
募

集
=

☆
裏
千
家
茶
道
教
靈
(
な
ご

み
会
)
毎
週
水
疆
日
(
月
3

回
)
、午
前
9
時
～
正
午
/
東
和

杠
会
教
育
館
/
月
額
2
千
5
0
0
円
/

▽
冫
　

6
0
5
8
3
5
7
　

☆
カ
ラ
オ
ケ
新
舞
蹣
サ
ー
ク

ル
(
立
花
会
)
朷
心
者
歓
迎
/

毎
週
木
曜
日
、午
後
2
時
～

4
時
/
自
宅
(
西
新
井
本
町
―

丁
目
)
/
月
額
3
千
沺
円
/
▽

林

　
8
9
8
4
0
2
8

☆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
(
創
奠

竹
の
塚
同
好
会
)
第
1
・
3

木
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0
分
/
竹
の
褫
社
会
教
育
館
/

月
額
2
千
緊
円
/
▽
永
瀬

咽
4
0
t
8

☆
4
0
纉
か
ら
の
健
康
体
操

(
男
女
)
毎
週
月
曜
日
、午

後
2
時
～
3
時
/
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千
枷
円
/

▽
大
内

　
嵋
1
5
5
5

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
(
ス

リ
ー
ナ
イ
ン
)
初
心
者
歓
迎
/

毎
週
水
曜
日
、午
後
2
時
～

4
時
/
入
会
金
千
円
、月
額
2

千
刈
円
/
▽
膺
水
　
臈
3
3
　

☆
中
央
フ
ィ
ル
(
I
モ
ニ
ア

管
弦
楽
団
オ
ー
ポ
エ
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

弦
楽
器
演
奏
者
/
練
習
は
、
毎

週
土
曜
夜
/
月
額
2
千
円
/
▽

佐
藤
　
8
9
2
8
7
5
5
(
夜
間
)
　

☆
中
国
語
会
話
(
初
心
者
)
　

1
0
月
か
ら
毎
週
土
昭
日
、
午

後
6
時
か
ら
/
青
年
館
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
、

テ
キ
ス
ト
代
千
剳
円
(
朷
回
の

み
)
/
往
厦
(
ガ
キ
/
〒
1
2
3
西

新
#
6
-
2
8
1

巧

足
立
中
国

語
研
究
会
▽
山
本
裕

　
瞋
7

掲
示
板

□
特
別
区
畷
員
(
身
体
障
害
者

対
象
)
募
集

募
集
職
種

事
務
(
m

類
)

募
集
人
a

各
区
1
～
3
名
程

度
受
験
資
格

昭
和
3
5年
4
月
2
　

日
か
ら
昭
和
4
5年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
(
学
歴
不
問
)
　

で

、
2
3区
内
に
在
住
で

、
身

体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
、

活
字
印
刷
文
に
対
応
で
き
る

方
第
一
次
選
考
予
定
曰
1
1
‥
月
8
　

日
(

日
)

申
込
方
法
▽
郵
送
…
9
月
2
5
　

日
(
当
日
消
印
有
効
)
ま
で
　

に
、特
別
区
人
事
委
臟
会
事
　

務
局
試
験
課
(
一
而
千
代
田
　

区
九
段
北
―
―
―
-
4
)

▽
持
参
…
9
月
2
8
日
～
3
0
日
に
　

各
区
役
所
人
事
袒
当
課
、9
　

月
2
8
日
～
1
0
月
1
日
に
特
別
　

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
　

課
(
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
)

申
込
書
配
布
場
所

各
区
役

所
、
特
別
区
人
亊
委
貝
会
亭

務
昜
試
験
課

問
合
せ
先

特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
課

　
一〇

□
私
立
高
等
学
校
等
特
別
奨
学

金
受
紿
者
募
集

受
紿
資
格

私
立
の
高
校
(
全

日
制
)
・
盲
・
ろ
う
・
餮
護

学
校
の
高
等
部
・
高
専
(
I
　

～
3
年
)
・
専
修
学
校
高
等

課
程
の
在
学
生
の
保
霞
者
で

▽
6
2年
4
月
1
日
I
9
月
1
　

日
ま
で
都
内
に
居
住
し

▽

6
2年
度
住
民
税
が
一
定
額
以

下
の
方

支
紿
額

生
徒
一
人
に
つ
き
年

額
6
万
6
千
円
ま
た
は
9
万

9
千
円

申
込
先
・
期
限

▽
都
内
校
在

学
の
場
合
は
9
月
3
0日
ま
で

に
在
学
校
へ

▽
都
外
校
在

学
の
場
合
は
、
直
接
都
庁
ま

た
は
立
川
合
同
庁
舎
へ

く
わ
し
く
は

都
内
校
在
学

者
は
在
学
校
へ
、
都
外
校
在
学

者
は
総
務
局
学
事
留
学
事
第
1

課

　
2
1
2
5
1
1
1㈹へ
。

□
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
c
A
T
V

曰
程
1
0
月
1
2
日
～
1
9
日
(
6
　

日
間
延
ぺ
2
1時
限
)

対
象
者

電
気
工
事
な
ら
び
に

テ
レ
ビ
受
信
設
備
関
係
で
働

く
技
能
者

定
員
・
費
用
4
0
名
、千
円

受
付
日
時
9
月
1
6
日
～
2
2
日
　

午
前
8
時
3
0分
～
午
後
7
時

(
先
着
順
、
土
罐
は
正
午
ま

で
、
日
曜
日
は
除
く
)

問
合
せ
先

足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校

　
鰯
6
1
4
9

□
電
晒
工
s

の
お
知
ら
せ
(
局

番
6
0
5・　
・
6
2
0
・
6
2
9
の
地
域
)

工
事
日
時
9

月
9
日

、
午
前

3
時

※
数
分
関
ご
迷
感
を
お
か
け
し

ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
會
せ
先
綾
瀬
電
話
局
　
　
?

0
0
0

□
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
9

月
1
日
か
ら
簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
の
制
度
が
一
郎
改
正

さ
れ
ま
し
た

。(貸
付
利
宰
、
特

納
制
度
、
特
約
の
切
替
な
ど
)

く
わ
し
く
は
、
各
郵
便
局
の
窓

囗
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。
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